
Ⅰ

1 ③ 2 ② 3 ⑤ 4 ② 5 ②

6 ① 7 ④ 8 ④ 9 ③ 10 ⑤

11 ③ 12 ④ 13 ④ 14 ① 15 ②

16 ⑤ 17 ④ 18 ② 19 ④ 20 ④

Ⅱ (1) ゲシュタルト心理学

(2) コンタクト・コンフォート
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Weltheimer, M.らを代表とする、パターンや形状に対する経験のダイナミックな体制
化／全体としての統合に焦点を置いた心理学的アプローチである。経験は要素に
還元できない/要素の総和ではないとして、Wundt, W.に代表される要素主義／構成
主義を否定した。知覚体制化について、Weltheimer, M.は仮現/ファイ運動から実証
し、その原理として、群化は単純・簡潔な方向に生ずるとするプレグナンツの法則で
説明した。

コンタクト・コンフォートとは、身体的接触の心地よさのことである。Harlow, H. F.
（ハーロウ）は、針金製と布製の代理母模型をつくり、哺乳のある針金製の代理母よ
りも接触の柔らかい布製の代理母にしがみつくアカゲザルの子どもの行動観察か
ら、この概念を提唱した。そして、乳児にとっては、空腹という一時的欲求が満たされ
るかどうかよりも、柔らかく温かい身体的接触が、安心感や愛着を育むうえで重要な
要因であることを提示した。
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